
津市図書館情報システム・関連機器更新及び保守サポート業務プ

ロポーザル方式審査委員会に係る契約の相手方となる最優先候補

者の選定結果について 

 

 津市図書館情報システム・関連機器更新及び保守サポート業務に関して、公

募型プロポーザル方式により提案者に対して募集して審査を行った結果、次の

とおり契約の相手方となる最優先候補者を選定しました。 

 

１ プロポーザル方式の採用理由 

現在、津市図書館における貸出、返却等の基本的サービスは、津市図書館

情報システムを用いて提供されており、津市図書館情報システムは、図書館

運営のための基本的ツールとなっています。 

このような状況の中、現行のシステムは平成２５年度に採用したシステム

をベースとして統合・運用されています。しかし、システムの耐用年数の経

過及びＯＳのサポートが終了すること並びに近年セキュリティ上の新たな脅

威が生じていることから、運用及びセキュリティの観点において、ハード面

及びソフト面ともに強化を図る課題があります。 

 また、津市図書館におけるサービスの質を低下させず、在架資料に対する

予約機能の追加、マイキープラットフォーム（マイナンバーカード）を活用

した貸出業務の追加、ＯＰＡＣ（所蔵資料をオンラインで検索できる目録デ

ータベース）ページの機能の強化など、全国の公立図書館において過去６年

で新たに提供されている又は提供されつつある図書館サービスの充実を図る

課題があります。 

このことから、これらの課題を解決するため、利用者サービスの強化、社

会状況に合わせたセキュリティ機能の強化及び図書館業務の刷新を行うため

の業務の合理化の実現を目的とし、システムの更新しようとするものです。 

当該目的を達成するためには、更新に係るノウハウ及び機器の調達だけで

なく、津市図書館９館２室にわたるネットワークに関する専門的な知識や図

書館についての基本的な知識も必要とします。 

また、システム導入後においても、円滑かつ安定した運用のためには、障

害発生時の迅速な対応と復旧、運用の支援、社会状況に合わせたシステムと

サービスの拡張性、ランニングコスト等も重要です。 

このようなことから、当該業務は価格のみによる競争では目的を達成する



ことはできず、個々の民間業者の有する実績、専門性、技術力、創造性、図

書館業務に関する知識等価格以外の要素を含めて総合的に判断する必要があ

るため、プロポーザル方式を採用しました。 

 

２ プロポーザル実施日程 

 

３ 参加表明 

当該プロポーザル実施に係る提案募集を行ったところ、以下の１者から参

加表明及び企画提案書の提出がありました。 

株式会社三重電子計算センター 

 

４ 審査概要及び結果 

⑴ 提出要件審査 

提案者の企画提案書について、提出要件審査を行ったところ、提出要件

を満たしていることを確認しました。 

⑵ 第１次審査 

提出要件審査を通過した提案者を対象に、津市図書館情報システム・

関連機器更新及び保守サポート業務プロポーザル方式審査委員会第１次

審査委員会において、企画提案書及び価格評価による審査を行い、提案

者を第１次審査通過者としました。 

公告 令和元年６月２０日（木） 

実施要領等の配布期間 令和元年６月２０日（木）から 

令和元年７月１２日（金）午後５時まで 

質問書の受付期間 令和元年６月２０日（木）から 

令和元年６月２８日（金）午後５時まで 

質問の回答期限 令和元年７月５日（金）午後５時 

参加表明書提出期限 令和元年７月１２日（金）午後５時 

企画提案書提出期限 令和元年７月１９日（金）午後５時 

第 １ 次 審 査 （ 書 面 審

査） 

令和元年７月２２日（月） 

令和元年７月２３日（火） 

第１次審査結果通知 令和元年７月２４日（水） 

第２次審査 令和元年８月１日（木） 

審査結果通知 令和元年８月２日（金） 



⑶ 第２次審査 

第１次審査通過者を対象に津市図書館情報システム・関連機器更新及び

保守サポート業務プロポーザル方式審査委員会第２次審査委員会において、

プレゼンテーション及び質疑応答による審査を行いました。 

当該審査評価点（３００点満点）に、第１審査評価点（４５０点満点）

を合計して選考した結果、株式会社三重電子計算センターを、契約の相手

方となる最優先候補者と決定しました。 

 

評価点（第１次審査評価点及び第２次審査評価点の合計） 

提案者 Ａ 

評価点 ６６７．３５点 

結果 決定 

 

５ 契約の相手方となる最優先候補者 

株式会社三重電子計算センター 

 

６ 審査委員会委員構成 

⑴ 第１次審査委員会（５人） 

役職 所属 氏名 

委員長 
教育委員会事務局 

津図書館長 
山下 三佳 

副委員長 
教育委員会事務局 

津図書館図書館管理担当主幹 
赤塚 真一 

委員 三重短期大学附属図書館図書担当主幹 中條 研一 

委員 
教育委員会事務局 

津図書館奉仕担当主幹 
溝田 尚美 

委員 
教育委員会事務局 

津図書館奉仕担当副主幹 
山口 理絵 

 

⑵ 第２次審査委員会（６人） 

役職 所属 氏名 



委員長 
教育委員会事務局 

教育次長 
宮田 雅司 

副委員長 
教育委員会事務局 

教育総務課長 
下里 秀紀 

委員 
教育委員会事務局 

教育研究支援課長 
川原田 元 

委員 
教育委員会事務局 

生涯学習課長 
米山 浩之 

委員 
教育委員会事務局 

津図書館長 
山下 三佳 

委員 
総務部 

情報企画課長 
田中  玲 

委員 
国立大学法人三重大学 

地域人材教育開発機構助教 
和気 尚美 

委員 三重県立図書館企画総務課主任 長久 哲平 

 

 


